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自閉スペクトラム症者でのスポーツの苦手は 

道具が身体の一部のように感じられないからかもしれない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本研究成果は、英国の Nature Publishing Group の刊行するオンライン科学誌 “Scientific Reports” に

2020 年 2 月 4 日 (火) に掲載されました。 
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発達障害の 1 つである自閉スペクトラム症では、球技などスポーツの不得手や道具使用の困難が知ら

れています。その背後には、身体と空間の関係の問題や予測の障害が考えられてきましたが、いまだ、

はっきりとしたことはわかっていません。 

 本センター研究所の和田真室長は、静岡大学の宮崎真教授らとの共同研究により、「皮膚
ひ ふ

兎
うさぎ

錯覚
さっかく

」と

よばれる現象を用いて、自閉スペクトラム症者の身体知覚を調べることで、球技などスポーツの苦手と

なりうる現象を発見しました。 

 皮膚兎錯覚とは、素早く連続する触覚刺激をまず皮膚の一点に与え、続いて、別のもう一点に触覚刺

激を与えると、二点のあいだで皮膚上を小さな兎が跳ねていくような感覚が生じることを指します。両

手の人差し指でスティックを持った状態で指にタップが与えられると、この錯覚がスティックの上で生

じることが知られています。 

和田真室長らは、自閉スペクトラム症者で皮膚兎錯覚が一般集団と同程度に生じるにも関わらず、自

閉スペクトラム症者の 1/3 強で、この錯覚がスティック上で生じにくいことを発見しました。そして、

この傾向を持つ人全員が、球技などスポーツの苦手を報告しておりました。つまり、道具が身体の一部

のように感じられないことがスポーツの苦手の原因になりうることが示唆されました。 

この研究を発展させることで、特に道具使用や身体に関連した多様な障害特性に対応した支援手法の

選択や開発につなげることが期待されます。 



１．研究の背景 

発達障害の１つである自閉スペクトラム症（Autism Spectrum Disorder, ASD）では、球技などスポーツの不

得手や道具使用の困難がよく知られています。これまでに、運動制御そのものの問題だけでなく、空間や身体

の捉え方の違いや[1]、感覚信号の予測の問題[2, 3]が報告されてきましたが、球技や道具の苦手の背景は、は

っきりとはわかっていません。 

本研究では、皮膚兎錯覚と呼ばれる実験課題を用いて、この問題に挑みました。この課題では、素早く連続

する触覚のタップをまず皮膚の一点に与え、続いて、別のもう一点にタップを与えると、二点のあいだで皮膚

上を小さな兎が跳ねていくような錯覚が生じます（図１左）。つまり、実際には刺激されていない皮膚上の点

に、錯覚としての触覚が生じます[4]。このように、後からきた刺激によって引き起こされる知覚の変化をポス

トディクションと呼びます。宮崎らは、両手の人差し指でスティックを持った状態で指にタップが与えられる

と、この錯覚がスティックの上で生じることを報告しています（スティック兎錯覚，図１右）[5]。この現象は

道具が身体の一部として脳の中で表現されている可能性を示すと考えられます。 

本研究では、ASD者における球技や道具の苦手の認知的な背景を明らかにするために、皮膚兎錯覚とスティ

ック兎錯覚の実験課題を用いた評価を行ないました。 

 

図１ 皮膚兎錯覚とその派生形であるスティック兎錯覚（宮崎教授作成） 

 

２．本研究の具体的内容・成果・今後の展望 

本研究では、ASD者 13名、定型発達（TD）者 13名に、皮膚兎錯覚とスティック兎錯覚の２つの実験課題

（図１）に参加いただきました。いずれの実験でも刺激②と③の間の時間間隔（0.025～0.8秒）を変動させる

ことで、②の刺激が知覚される位置がどのように変化するかを評価しました。 

皮膚兎錯覚についての実験の結果、ASD者・TD者のどちらにおいても、刺激②と③の間の時間間隔が十分に

短い（＜0.1秒）と、錯覚が顕著に生じることがわかりました。つまり、ASD者では、定型発達者と同じよう

に、感覚信号のポストディクション（後付に生じる知覚の変化）が生じることがわかりました。 

スティック兎錯覚において、刺激②をどの場所に答えているか、解析を行いました。ASD者では、人により結

果が大きく異なりました。ある参加者では、TD者の結果と同様に、スティックの間に刺激②を感じたと回答し

た一方（図２上，ASD実験参加者 A）、ある参加者では、スティック上では刺激をあまり感じなかったと回答し

ていました（図２下，ASD実験参加者 B）。後者の傾向は、実験に参加した ASD者の 1/3強（13名中５名）にあ

たりました。実際には 2番目には刺激されていない場所（図２の L2付近）への回答も見られるため、皮膚兎錯

覚自体は生じていたと考えられます。TD者ではこのような傾向はみられませんでした。 

さらに、実験後のアンケートにより、スティック上で刺激を感じにくい傾向にあった参加者全員（5名）が、
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球技などのスポーツを苦手と感じていることが明らかになりました。つまり、道具が身体の一部のように感じ

られないという現象が、スポーツの苦手の背景にある可能性が示唆されました。 

 

図２ スティック兎錯覚課題での刺激②の回答位置の分布 

【本成果の意義と展望】 

自閉スペクトラム症者で皮膚兎錯覚が定型発達者と同程度に生じるにも関わらず、その 1/3 強で、皮膚兎が

スティック上に生じにくいことを発見しました。そしてその全員が球技などスポーツの苦手を報告していまし

た。スティック上に、皮膚兎が生じる現象は、道具を身体の一部と扱うための基盤と考えられており、道具が

身体の一部のように感じられないことがスポーツの苦手の背景にあることが示唆されました。 

ASD者には、大きな多様性が存在し、画一的な支援は必ずしも有効でない場面があります。本研究では、ASD

者の中に、道具が身体の一部のように感じにくい一群がいることを世界で初めて明らかにしました。触知覚特

性に合わせた道具作りや支援デバイスの開発など、その個人に合わせたサポートを実現する基盤となることが

期待されます。 
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